
2
薬
やく

注
ちゅう

第
だい

二
に

次
じ

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。

令
れい

和
わ

 8 年
ねん

度
ど

2 級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

二
に

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

  【注
ちゅう

　意
い

】

 1．これは第
だい

二
に

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）で， 表
ひょう

紙
し

とも 6 枚
まい

あります。

　　HBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に試
し

験
けん

地
ち

・受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

・氏
し

名
めい

を記
き

入
にゅう

してくださ

い。

　　（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

　　解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

 2．問
もん

題
だい

1 ～問
もん

題
だい

5 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

　　問
もん

題
だい

1 の工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

及
およ

び設
せつ

問
もん

1 のいずれかが無
む

記
き

載
さい

等
とう

の場
ば

合
あい

，不
ふ

合
ごう

格
かく

となります。

　　問
もん

題
だい

6 ～問
もん

題
だい

9 は選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 1），（ 2）です。選
せん

択
たく

した問
もん

題
だい

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の選
せん

択
たく

欄
らん

に○ 印
じるし

を

必
かなら

ず記
き

入
にゅう

してください。

　　・選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 1）は，問
もん

題
だい

6 ，問
もん

題
だい

7 のうち 1問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（ 2 問
もん

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

　　・選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 2）は，問
もん

題
だい

8 ，問
もん

題
だい

9 のうち 1問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（ 2 問
もん

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

 3．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

 4．解
かい

答
とう

には，漢
かん

字
じ

のふりがなは必
ひつ

要
よう

ありません。

 5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

 6．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は，いかなる場
ば

合
あい

も持
も

ち帰
かえ

りできません。試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に直
ちょく

接
せつ

提
てい

出
しゅつ

してから退
たい

室
しつ

して

ください。

 7．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（16 時
じ

 00 分
ふん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

で，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

め

ます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

者
しゃ

は，持
も

ち帰
かえ

りできません。
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―　1　―

　必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

【問
もん

題
だい

1 】 あなたが経
けい

験
けん

した薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

を 1 つ選
えら

び，工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

したうえ

で，次
つぎ

の〔設
せつ

問
もん

1 〕，〔設
せつ

問
もん

2 〕に答
こた

えなさい。

 なお，あなたが経
けい

験
けん

した工
こう

事
じ

でないことが判
はん

明
めい

した場
ば

合
あい

は，失
しっ

格
かく

となります。

〔工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

〕 あなたが経
けい

験
けん

した薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

に関
かん

し，次
つぎ

の事
じ

項
こう

について明
めい

確
かく

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

〔注
ちゅう

 意
い

〕 「経
けい

験
けん

した薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

」は，あなたが工
こう

事
じ

請
うけ

負
おい

者
しゃ

の技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は，あなたの所
しょ

属
ぞく

会
がい

社
しゃ

が受
じゅ

注
ちゅう

した工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

について記
き

述
じゅつ

してください。例
たと

えば，あなたの所
しょ

属
ぞく

会
がい

社
しゃ

が二
に

次
じ

下
した

請
うけ

業
ぎょう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は，発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

名
めい

は一
いち

次
じ

下
した

請
うけ

業
ぎょう

者
しゃ

名
めい

となります。

  なお，あなたの所
しょ

属
ぞく

が発
はっ

注
ちゅう

機
き

関
かん

の場
ば

合
あい

の発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

名
めい

は，所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

名
めい

となります。

⑴　薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の目
もく

的
てき

⑵　工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における施
せ

工
こう

管
かん

理
り

上
じょう

のあなたの立
たち

場
ば

⑶　工
こう

事
じ

の内
ない

容
よう

① 工
こう

事
じ

名
めい

② 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

名
めい

③ 工
こう

期
き

④ 注
ちゅう

入
にゅう

方
ほう

式
しき

⑤ 注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

（注
ちゅう

意
い

）問
もん

題
だい

1 ～問
もん

題
だい

5 は全
ぜん

問
もん

解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

1 で

① 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

の解
かい

答
とう

が無
む

記
き

載
さい

又
また

は記
き

述
じゅつ

漏
も

れがある場
ば

合
あい

，

② 設
せつ

問
もん

1 の解
かい

答
とう

が無
む

記
き

載
さい

又
また

は設
せつ

問
もん

で求
もと

められている内
ない

容
よう

以
い

外
がい

の記
き

述
じゅつ

の場
ば

合
あい

，

　 どちらの場
ば

合
あい

も不
ふ

合
ごう

格
かく

となります。
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―　2　―

〔設
せつ

問
もん

1〕 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

に記
き

述
じゅつ

した工
こう

事
じ

の「品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

」に関
かん

し，次
つぎ

の事
じ

項
こう

について具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しな

さい。

⑴　具
ぐ

体
たい

的
てき

な現
げん

場
ば

状
じょう

況
きょう

と特
とく

に留
りゅう

意
い

した品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

上
じょう

の技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

課
か

題
だい

⑵　⑴で記
き

述
じゅつ

した技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

するために検
けん

討
とう

した項
こう

目
もく

とその対
たい

応
おう

処
しょ

置
ち

〔設
せつ

問
もん

2〕 工
こう

事
じ

概
がい

要
よう

に記
き

述
じゅつ

した工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

状
じょう

況
きょう

から特
とく

に留
りゅう

意
い

した「安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

」に関
かん

し，次
つぎ

の事
じ

項
こう

について具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

 ただし，交
こう

通
つう

誘
ゆう

導
どう

員
いん

の配
はい

置
ち

のみに関
かん

する記
き

述
じゅつ

は除
のぞ

く。

⑴　施
せ

工
こう

条
じょう

件
けん

や現
げん

場
ば

周
しゅう

辺
へん

の状
じょう

況
きょう

の観
かん

点
てん

から，安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

上
じょう

，留
りゅう

意
い

した事
じ

項
こう

⑵　⑴で記
き

述
じゅつ

した留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

に対
たい

して講
こう

じた対
たい

策
さく

とその理
り

由
ゆう

２級土木(薬注２次).indd   2２級土木(薬注２次).indd   2 2026/09/25   14:29:182026/09/25   14:29:18



―　3　―

　必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

【問
もん

題
だい

2 】

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における削
さっ

孔
こう

時
じ

の留
りゅう

意
い

点
てん

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ホに当
あ

てはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

⑴　削
さっ

孔
こう

時
じ

は，決
き

められた  イ  まで，正
せい

確
かく

な位
い

置
ち

に注
ちゅう

入
にゅう

管
かん

を設
せっ

置
ち

するために留
りゅう

意
い

すべき事
じ

項
こう

がきちんと守
まも

られているかを確
かく

認
にん

する。

⑵　削
さっ

孔
こう

に際
さい

しては，削
さっ

孔
こう

位
い

置
ち

に機
き

械
かい

をきちんと据
す

え，削
さっ

孔
こう

  ロ  を正
せい

確
かく

に測
そく

定
てい

する。

⑶　削
さっ

孔
こう

時
じ

は，地
ち

表
ひょう

に戻
もど

ってくる  ハ  や排
はい

出
しゅつ

される土
つち

の状
じょう

態
たい

を良
よ

く観
かん

察
さつ

し，事
じ

前
ぜん

の  ニ  で確
かく

認
にん

されている地
じ

盤
ばん

と削
さっ

孔
こう

した時
じ

点
てん

で判
はん

定
てい

した地
じ

盤
ばん

が異
こと

なっていないこ

とを確
かく

認
にん

する。

⑷　狭
せま

い坑
こう

内
ない

では使
し

用
よう

する  ホ  の長
なが

さは通
つう

常
じょう

より短
みじか

いものとなるため，  ホ  

を並
なら

べて置
お

いてある時
とき

に長
なが

さを慎
しん

重
ちょう

に確
かく

認
にん

する。

　必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

【問
もん

題
だい

3 】

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

に関
かん

する用
よう

語
ご

①～④から 2つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

とその用
よう

語
ご

の説
せつ

明
めい

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

①　重
じゅう

要
よう

度
ど

率
りつ

②　溶
よう

液
えき

型
がた

注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

③　注
ちゅう

入
にゅう

ステップ 長
ちょう

④　ホモゲル
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　必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

【問
もん

題
だい

4 】

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　   のイ～ホに当
あ

てはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

⑴　薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

項
こう

目
もく

には，  イ   の改
かい

善
ぜん

， 強
きょう

度
ど

の増
ぞう

加
か

及
およ

び薬
やく

液
えき

の 

ロ  がある。

⑵　 イ  の改
かい

善
ぜん

を確
かく

認
にん

する方
ほう

法
ほう

には，  ハ  と室
しつ

内
ない

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

の 2つの方
ほう

法
ほう

がある。

⑶　原
げん

位
い

置
ち

において標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

により強
きょう

度
ど

の改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

するためには， 注
ちゅう

入
にゅう

前
ぜん

後
ご

の  ニ  の差
さ

を比
ひ

較
かく

する。

⑷　標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

で得
え

られた  ホ  によって薬
やく

液
えき

の  ロ  の状
じょう

態
たい

を観
かん

察
さつ

して

注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

の判
はん

定
てい

の参
さん

考
こう

にする。

　必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

【問
もん

題
だい

5 】

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

における削
さっ

孔
こう

時
じ

に生
しょう

じるトラブル①～③から 2つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

とその原
げん

因
いん

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

①　孔
あな

曲
ま

がり

②　逸
いっ

水
すい

③　ジャミング
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　選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 1）

【問
もん

題
だい

6 】

チャート紙
し

の取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  のイ～ホに当
あ

てはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

⑴　チャート紙
し

は，使
し

用
よう

  イ  に企
き

業
ぎょう

者
しゃ

（発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

）の検
けん

印
いん

を受
う

ける。

⑵　チャート紙
し

は，  ロ  しないことを原
げん

則
そく

とし，  ハ  ロールごとに使
し

用
よう

する。

⑶　 ハ  ロールの使
し

用
よう

が完
かん

了
りょう

したら企
き

業
ぎょう

者
しゃ

（発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

）に提
てい

出
しゅつ

する。

⑷　企
き

業
ぎょう

者
しゃ

（発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

）の監
かん

督
とく

員
いん

による  ニ  を受
う

けたとき，チャート紙
し

に確
かく

認
にん

のサイ

ンをもらう。

⑸　 注
ちゅう

入
にゅう

記
き

録
ろく

が判
はん

然
ぜん

としなかったり，チャート紙
し

が  ロ  してしまう等
とう

の諸
しょ

問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

したら，企
き

業
ぎょう

者
しゃ

及
およ

び元
もと

請
うけ

に  ホ  を申
もう

し入
い

れ，対
たい

応
おう

処
しょ

置
ち

を決
き

める。

問
もん

題
だい

6～問
もん

題
だい

9までは選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（1），（2）です。

（注
ちゅう

意
い

）

問
もん

題
だい

6，問
もん

題
だい

7のうち1問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（2問
もん

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

選
せん

択
たく

した問
もん

題
だい

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の選
せん

択
たく

欄
らん

に○印
じるし

を必
かなら

ず記
き

入
にゅう

してください。
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　選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 1）

【問
もん

題
だい

7 】

「薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

による建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する暫
ざん

定
てい

指
し

針
しん

」（昭
しょう

和
わ

 49 年
ねん

建
けん

設
せつ

省
しょう

）に定
さだ

められて

いる，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

の採
さい

用
よう

の決
けっ

定
てい

にあたって行
おこな

う土
ど

質
しつ

調
ちょう

査
さ

に関
かん

する文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の  　  の

イ～ホに当
あ

てはまる適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

⑴　原
げん

則
そく

として，施
せ

工
こう

面
めん

積
せき

  イ  m2 につき 1 箇
か

所
しょ

，各
かく

箇
か

所
しょ

間
かん

の距
きょ

離
り

  ロ  m を超
こ

えない範
はん

囲
い

で  ハ  を行
おこな

い，各
かく

層
そう

の土
つち

の透
とう

水
すい

性
せい

，強
つよ

さ等
とう

に関
かん

する物
ぶつ

理
り

的
てき

試
し

験
けん

及
およ

び

力
りき

学
がく

的
てき

試
し

験
けん

による調
ちょう

査
さ

を行
おこな

わなければならない。

⑵　 上
じょう

記
き

⑴により  ハ  を行
おこな

った各
かく

地
ち

点
てん

の間
あいだ

は，必
ひつ

要
よう

に応
おう

じ  ニ  等
とう

によって

補
ほ

足
そく

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

い，その間
あいだ

の変
へん

化
か

を把
は

握
あく

するように努
つと

めなければならない。

⑶　 上
じょう

記
き

⑴及
およ

び⑵にかかわらず，  ホ  については，別
べっ

途
と

必
ひつ

要
よう

な調
ちょう

査
さ

を行
おこな

うものと

する。
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　選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 2）

【問
もん

題
だい

8 】

薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

時
じ

のプラントにおける①，②の管
かん

理
り

項
こう

目
もく

に関
かん

する確
かく

認
にん

事
じ

項
こう

について記
き

述
じゅつ

しなさい。

①　硬
こう

化
か

剤
ざい

・助
じょ

剤
ざい

の品
ひん

質
しつ

②　材
ざい

料
りょう

の数
すう

量
りょう

　選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

（ 2）

【問
もん

題
だい

9 】

既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

，地
ち

下
か

埋
まい

設
せつ

物
ぶつ

に近
きん

接
せつ

して薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

，これらの変
へん

位
い

（隆
りゅう

起
き

・沈
ちん

下
か

・

移
い

動
どう

）の防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

を 2つ記
き

述
じゅつ

しなさい。

（注
ちゅう

意
い

）

問
もん

題
だい

8，問
もん

題
だい

9のうち1問
もん

を解
かい

答
とう

してください。（2問
もん

解
かい

答
とう

すると減
げん

点
てん

）

選
せん

択
たく

した問
もん

題
だい

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の選
せん

択
たく

欄
らん

に○印
じるし

を必
かなら

ず記
き

入
にゅう

してください。
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